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#19-15 

【８月１日～１５日】 

〔モルドバの報道をもとに作成〕 

令和元年８月１６日 

在モルドバ大使館 
 

【主な出来事】 

●社会党及びＡＣＵＭは，１０月の地方選挙及びその後を見据えた新たな政策合意書の締結に向けた交渉を開始した。 

●政府は，２０１９年修正予算法案，税制改革法案を議会に提出。議会は臨時会期を開催して右を採択。 

 

１．内政 

▼地方選挙の選挙期間，８月１９日開始 

・５日，中央選挙委員会は１０月２０日に予定される地方選

挙の実施に向けた日程を発表した。８９８人の市長と１１１

６人の県議会議員及び１０５６４人の市会議員選挙に係る

選挙期間は８月１９日に開始され，９月１９日まで候補者

登録が受け付けられる。候補者登録終了後に選挙キャン

ペーンが開始される。 
・また，議員辞職によって欠員となっている４つの選挙区

における議会議員補欠選挙が同時に行われる予定。 
▼ニスポレニ地区補欠選挙へのＡＣＵＭ候補者 

・１３日，ブロックＡＣＵＭは１０月２０日に行われる議会議

員補欠選挙におけるニスポレニ地区選挙の候補者として

イオン・テルグツァ氏を指名した。同氏は本年２月に行わ

れた議会選挙に参加したが，プラホトニュク民主党党首

（当時）に敗れている。プラホトニュクが２０９２６票獲得し

たのに対し，テルグツァは５３１１票。 
▼社会党，ＡＣＵＭ，新しい政策合意に向け交渉 

・１４日，ドドン大統領は，社会党及びＡＣＵＭは新しい合

意書の締結にかかる交渉を行っていることを明らかにし

た。合意書は，司法改革，国内政策，議会活動，地方選

挙，外交政策などに関するものとなるとのこと。 
・ポプショイＰＡＳ副党首は，合意書は２０２０年の行動計

画，地方選挙での相互批判の停止に関する了解などと

なる旨述べた。 
政 府 

▼在外公館新設を撤回 

・１日，政府が予算不足を理由にガーナ，アルゼンチン

及びインドに開設予定であった大使館の設置計画を取り

消す見通しであることが明らかとなった。 
▼医療関係者の給与引き上げ 

・２日，ネメレンコ保健・労働・社会保障相は，医療関係者

の給与引き上げを検討している旨明らかとした。夜勤や

地方勤務に従事する医者や看護婦への給与が引上げあ

られるとのこと。 
▼国家開発戦略「モルドバ２０３０」を撤回 

・１４日，政府は，国家開発戦略「モルドバ２０３０」に関す

る法案の議会審議を撤回することを決定した。同戦略は，

昨年１２月に民主党政権がとりまとめたものであり，新しい

政策的観点を考慮する必要があることから，採択に向け

た議会審議の撤回を決めた。 

議 会 

▼２０１９年修正予算法案の採択 
・１５日，議会は２０１９年の修正予算法案の第二読会を終

了し，投票の結果採択した。 
・歳入は４０６．３３億レイ（２２．５７億ドル），歳出は４６３．３

６億レイ（２５．７４億ドル），財政赤字は５７億レイ（３．１７億

ドル）。 
・当初の予算よりも歳入が１４．９２億レイ（８３百万ドル）減，

歳出も１３．２７億レイ（７４百万ドル）減となったが，財政赤

字は１.６４億レイ（９．１百万ドル）増加した。 
▼税制改革法案の採択 
・１６日，議会は財務省が提出した税制改革法案の審議

を行い，投票の結果採択した。 
・この結果，２０１８年１月１日以降に導入された各種税制

が廃止されることとなった。ギャンブルに対する課税優遇

措置の取り消し，一部の企業などで導入されている食事

券の配給（課税対象とならない）の取り消し，ホテルやレ

ストランの付加価値税（ＶＡＴ）の現行１０％から２０％への

引き上げなどが含まれる。 
▼ゴミ焼却施設の建設を許可 
・１５日，議会はゴミ焼却施設の建設を許可する法律を採

択した。 
２．外政 

▼ＥＵとの連合協定の履行状況に関する報告 

・８日，外務・欧州統合省は，２０１９年第１四半期における

ＥＵとの連合協定の履行状況に関する報告書を公表した。

同報告書によれば，履行率は４８．８３％（１２９のプランう

ち６３が実施）となっている。実施に向けた行動が取られ

ていないものとして，ゴミ管理計画の策定，麻薬対策戦

略の策定，警察における顔認証システムの導入などが挙

げられた。 
３．経済 

▼ウンゲニ＝キシニョフ間のガス・パイプライン 

・２日，ブルンザン経済インフラ相は，ウンゲニ＝キシニョ

フ間のガス・パイプラインの建設について，２０２０年３～

４月に建設終了見込みである旨述べた。 
▼２０１９年上半期の農業生産者価格 
・５日，国家統計局は，２０１９年上半期の農業生産者価

格が前年同期比５．３％減少となった旨発表した。野菜が

７．３％下落，家畜生産が０．６％下落。 
▼モルドバ＝ルーマニア間送電線建設 
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・５日，ブルンザン経済インフラ相は，モルドバとルーマ

ニア間の送電線接続のため，新たに２７０百万ユーロが

必要であり，設備を納入する候補としてジーメンス社等と

既にコンタクトを始めたと述べた。同送電線は２０２４年に

完成予定。 
▼電気料金の値上げ 
・１２日，国家エネルギー規制庁（ＮＡＥＲ）は，１６日から

の電気料金の値上げを承認した。電力会社ＦＥＥ ＮＯＲ

Ｄは１KW あたり２．１９レイ（０．１２ドル），１４．９％の値上

げ，同ＧＡＺ Natural Fenosa は１ＫＷあたり１．８５レイ

（０．１０ドル），３．２％の値上げ。 
▼キシニョフ空港の民営化を巡る捜査 
・１２日，公的財産の民営化を検証する議会内委員会は，

検事総局と国家汚職対策センター（ＣＮＡ）に対し，キシ

ニョフ空港の不正譲渡に関する捜査を実施するよう要請

した。競売に当たっては，１団体のみが応札しており，こ

の団体に不正に情報提供が行われたのではないかとの

疑いがある。 

経済協力 

▼米国，ウンゲニの消防署建設支援４７万ドル 
・８日，内務省緊急事態庁は，米国の支援によりウンゲニ

に新しい消防署を建設する計画を発表した。同プロジェ

クトに対し，米国から４７万ドルが支援される。 
▼ＥＵ，マクロ財政支援新規トランシェの実施に条件を

追加 
・１４日，サンドゥ首相は，政府の欧州統合委員会に出席

し，ＥＵが２０１９年末までに次のトランシェを執行するた

めに新たな条件が課されることとなった旨説明した。 
・ガブリリッツァ財務相は，マクロ財政支援は２８の条件を

課しており，それには民主主義の水準の保証，地方選挙

の透明性，メディア市場の独占解体，人権の尊重と法の

支配，銀行不正事案の捜査，汚職体制の解体，司法の

非政治化，一連の財政規制が含まれると述べた。 

各種統計 

▼２０１９年７月末時点の国立銀行の外貨準備高 
・７日、国立銀行は，２０１９年７月末現在の外貨準備高が

１６４百万ドルで，前月比３８．２１百万ドル増加，６ヶ月連

続の増加と発表した。 
・外貨準備高の増加は，国立銀行による外貨購入２３．０

４百万ドル，ＥＵの援助１６．２百万ドル，銀行が保有する

外貨に対する義務的準備金３６．７１百万ドル。 
・減少の原因は，為替損２７．０４百万ドル，外債サービス

関連支払い１３．２８百万ドル，財務省支払い６．５百万ド

ル。 
▼国立銀行，２０１９年インフレ率を８％と予測 
・７日、国立銀行は，インフレ率が３月時点年換算２．８％

だったものが６月時点年換算４．４％に変更となり，第４四

半期には年換算８％のインフレ率になると予測。２０２１年

には上昇傾向はおさまり，年率３．９％と予測。 
▼２０１４～１８年のモルドバの人口統計 
・９日，国家統計局は，２０１４～１８年の人口動向を発表。 
・新生児数は，２０１４年の４０，９０９人から，２０１８年３４，

７３８人に減少。出生率は，１．４３から１．２８に減少。 
・結婚は，２０１４年２５，６２４組から，２０１８年２０，３９９組

に減少。 
・人口の流出入に関しては，過去５年間で，１１万人が国

外から帰国し，１６万人が新たに出国した。 
▼２０１８年の若年層統計 
・１２日，国家統計局は，２０１８年の若年層に関する統計

を発表。 
・２０１９年１月１日時点の１４～３４歳までの若者人口は，

７４３．２千人で全人口の２７．７％を占める。若年層の男

女比率は男性５０．１％，女性４９．９％。若年層の人口は

ここ５年間減少しており，１８１．６千人，２０％の減少。 
▼２０１８年の登録車両 
・１３日，２０１８年のモルドバの車両登録数が９４１，１８０

台となったことが明らかとなった。約６２％（５８１，６９５台）

が１５年以上の車両とのこと。 
▼２０１９年上半期貿易統計 
・１５日，国家統計局は，２０１９年上半期の貿易統計を発

表。 
・輸出総額は，１，３６１．４百万ドル（前年同期比３．５％

増）。内訳は，機械・輸送機器２５．８％，食品・家畜２１％，

非食品原料１０．８％，飲料・たばこ７．６％，その他製品２

１．１％。 
・輸出先は，ＥＵ向け６４．６％，ＣＩＳ向け１４．９％。 
・輸入総額は，２，８０７．４百万ドル（前年同期比２．６％

増）。内訳は，機械・輸送機器２３．８％，加工品１８．７％，

鉱物燃料１６．２％，化学製品１５．３％，食品・家畜１０．

７％，その他製品１０．４％。 
・輸入元は，ＥＵから５０％，ＣＩＳから２４．８％。 
・貿易赤字は，１，４４６百万ドル（前年同期比２．４％増）。 
・対日輸出総額は６７５．７千ドル（前年同期比６．６％増），

日本からの輸入総額は２２．７百万ドル（同比１９．３％減）。

対日赤字は，２２百万ドル（同比１９．９％減）。 
▼２０１９年上半期運輸統計 
・１５日，国家統計局は，２０１９年上半期の運輸統計を発

表。 
・輸送貨物は合計８．３百万トンで，前年同期比６．６％の

増加。内訳は，陸運５．８９百万トン，鉄道２．３１百万トン，

河川及び航空が６万トン。 
・旅客は合計５１．４百万人で，前年同期比２．４％の増加。

内訳は，陸運５０百万人，鉄道７１万人，航空７０万人，河

川６万人。

（了） 


